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とれははじめ同定した施設の働時たり，保育所私立幼 C〆I217 I 136 I 6 I 5 
iζ比して幼椴闘が少なく ，また公立より私立の協力が (注)教員のうちに養護教諭も含む。















施設 1 N 1 A 一般的状態IB子ども用施設Ic文化状態ID一般的凋気 IE闘の教育立関心
公 保 A 22 35.14土 1.79 8.00土 3.03 14.82土 5.68 51.45土 8.81 16.89土 1.49 
B 29 33.79土 4.09 9.∞ 土 2.51 15.14土 4.59 49.臼 土 8.86 15.48土 2.73
C 30 34.∞ 土 4.22 7.90土 2.05 14.50士 3.61 49.97土 8.94 16.日 土 2.21
私保 D 20 36.20土 1.07 9.40士 2.37 15.30土 5.89 53.75土 6.72 17.15土 3.13
E 117 35.52土 2.35 8.21士 2.93 14.18士 4.89 52.38土 9.27 16.40土 2.68
F 65 35.07土 2.89 7.77土 2.62 13.43土 4.48 51. 69土10.41 15.68土 2.94
公幼A' 87 35.31土 1.74 8.08土 2.65 13.85土 7.05 52.56土 8.52 16.52士 2.25
B' 105 35.90土 1.32 9.72土 2.48 17.29土 4.59 52.53土 7.的 17.95土 2.15
私 幼C' 102 35.75土 2.56 9.72土 2.41 15.11土 4.49 51. 62土 8.88 17.12土 2.04
2.結果
第2表は 「回研式家庭環境テス トJI乙準じて，家庭の一般状態，子どものための施設，文化的状
















































施 設灰~時専|短大|新高校 | 旧中学|新中学|高 小|小学校 |無 答
公立保 2(2.5) 6(7.4) 1(1.2) 1(1. 2) 21(25.9) 6(7.4) 15(18.5) 
一ー
. 
私立保 13(6.5) 9(4.9) 15(7.4)! 57(28.2) 5(2.5) 66(32.7) 14(7.0) 23(10.9) 
計 15(5.3) 15(5.3) 1(0.4) 18(6.4)1 83(29.3) 6(2.1) 87(30.7) 20(7.1) 38(13.4) 
父
11(5.7) 7(3.6) 公立幼 11(5.7) 12(6.3) 79(41.1) 57(29.7) 6(3.1) 9 (4.7) 
私立幼 8(7.8) 6(5.9) 10(9.8) 31(30.4) 1(1.0) 32(31. 4) 3(2.9) 11(10.8) 
計 19(6.5) 18(6. 1) 21(7.1) 110(37.4) 8(2.7) 89(30.3) 9(3.0) 20 (6.8) 
公立保 2(2 5) 10(12.3) 22(27.1) 6(7.4) 20(24.7) 11(13.6) 10(12.3) 
私立保 1(0.5) 1(0.5) 20 (9.9) 52(25.7) 26(12.9) 53(26.2) ¥. 19 (9.4) 30(14.9) 
計 1(0.4) 3(1. 1) 30(10.6)1 74(26.1) 32(11. 3) 73(25.8) 30(10.6) 40(14.1) 
母
17 (8.8) 公立幼 2(1.0) 3(1. 6) 72(37.5) 2302.0) 51(26.5) 10 (5.2) 14 (7.3) 
私立幼 16(15.7) 39(38.2) 9 (8.8) 22(21.6) 4 (3.9) 12(11.7) 





































'IJ 6 31a. 施設への希望
施投|股備 |他政 |社会性|言 恋 |人絡 |知設|道徳教育
公立保 17(8.6)14 (4.9)1 2(2判4(4.9)
:f/.立保戸o(9.9)戸3(10.9)1 1(0.5)1 2(1. 0) 
J 也7(9.5);27 (9.5)1 3(1.1)1 6α.1) 
公立幼 問(10.4)112(6.3)1 8(4.2) 
私立幼 18 (7.8)1 9 (8.8)" 3(2.9) 










































































































































































































































37.56人である。公立保育所が最も人数の少い編成を行っているが， 乙れも前述と同じく ，年令 ・教
師の人数などいろいろな条件と関係する乙とであるのイ問別的には各施設ととの特ー性を示しているが，
とくにB公立保育所はそれが顕著である。
( 56 ) 
-129-
-75才児敬 i 保育日数 一 」ヱ三時間国…竺五;zi門Z2d一学司二学J三!'(.:期[221平日 |民 μ1有無li252
12ヨ1141一三ゴ三-昨l了tlfどB 合、保 1 1-28:11ff~1 1 4.1-7.311 8. 1-12.2~ 1. 4-3.311~ 218 -4 長 21無 1/1/















( 57 ) 










































靭の視診 投 ヨE 予防接種 1 2 3 
(0実施) (ー あたえず) (0実施)
特別にせず 。 風邪 2 結~炎 2 腹無痛答 1 1 
。 。 風邪 2 小痘 2 / 
。 。 風邪 3 扇桃腺 3 下痢 3 




1 / 特別にせず 。 1 1 1 6 
蘇風疹邪 3 水麻風痘疹邪
2 
/ 。 。 1 1 1 。 肝 泊 。 風務 3 耳革疹 3 水痘 3 
。 肝 i由 。 風邪 3 腹頭痛術 2 頭腹痛 2 1 1 
風麻疹邪 4 耳咳氷革痘疹
3 発水熱痘 2 。 肝- i山 。 1 2 1 とぴひ 1




| 鍵 lk 管 理 1給食と間食
身体検査と測定(l年の実縫蹴) 1 給 食 |間食
一一弔宅聖51f!JPhe--|加川i-l-piEぇ姉
~I ' - ，-- I ，--- I 
A 会保 I 2 I 1 1 1 I 0 2 l2 l2 6 0 0 3 1ft 1 
8 会保 2 1 1 1 1 1 3 ]2 12 2 0 I 0 
C会保二じにじ」二二二二三じ二修「了
D 弘保 2ι"2 1-L二 4 4 4 1 4じ 5 持 1 
E いよ二Lニニニニ!こ己lニニi二二ヱ 1
F 弘保 I1 I 1い 1 1 1 333い|3 3 JF12 
A'会幼 1211 21 1，11 2 1111 3
B'会幼 1 3 1 11 2 1 01 11 6111111













保有形態は山下俊郎の分頬5>!ζ従って調公したと乙ろ， 凶自由保7守の項目 ・ (B)一斉保fiのlJ~R の保
育形態のうち，全施設を通じて長も多くとられている形態は「命令により指定時間lζ指定場所で指定
目標を指定経験させるJ 及び「自由~:志により指定時間に自由出所で自由自肢を自由経験するj とす
るものがあげられた。実際の保育の内容は抱設によって見るとしても， H~品工にi立政日目指惇 ・ 刷 fl . )(
?のけいとなどがあげられ，後百1ζは笠間後のrJ1Iあそび .~t後のいふ ・ プランコ苛設1}1Jの指!;Iによ
る集団保育と幼児の白山時聞が交互に実施されている。後者は保育所ICより多くみられる。
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Summary 
1) The purpose of this research was to examine the organizations and the curricula 
of 3 kinder-gartens and 6 day nurseries in Higashinari-ku， Osaka City， and the 
home ∞nditions of the children in the記 institutions，by questionnaire. 
2) There were no significant differences between kinde培artensand day nurseries， 
public institutions and private， with respect to the organizations， the curricula 
and the home conditions. It appears that each institution has ies own unique 
features， within a certain regulation. 
(ω ) 
